
道の駅ひらた移転再整備検討委員会 

専門部会（第１回） 概要 

 

本村では、道の駅ひらたの移転再整備について検討を進めております。 

この度、道の駅ひらた移転再整備検討委員会専門部会の委嘱状交付式が、８月 26日役場

で行われ、澤村村長から委員 14名に委嘱状が交付されました。 

この専門部会は、移転再整備する「道の駅ひらた」に導入する機能や施設の他、管理運営

手法等に必要な諸事項を検討するために設置されます。 

委嘱状交付式後に第１回専門部会が開催され、部会長に高野哲也（道の駅ひらた駅長）、

副部会長に大和田勝正（産業建設課主幹）が選任されました。 

第１回の専門部会では、経過報告や現状の課題、導入機能・施設について意見交換等を行

いました。 

今後は、基本計画の策定に向けた導入機能や施設、施設規模等について検討を進めていき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「委員からの主な意見等」 

〇現在の「道の駅ひらた」で抱えている課題をすべて解決できる施設整備が必要と考える。 

〇出荷者の高齢化や売り上げ減少している。品揃えや利益率を考えれば村外からの入荷も有

効だが、村内農業者等の所得向上につながらないため、仕組み作りが課題と考える。 

〇基本構想に掲げる機能や施設を増やせば凄い施設になると思うが、維持管理が大変なこと

になる。そうならないためにも慎重に検討する必要がある。 

〇平時も有事も有効活用できる施設を検討する必要がある。 

 


